
は
じ
め
に

グ
リ
ム
童
話
の
な
か
に
は
ど
の
よ
う
な
飲
食
物
が
頻
出
す
る
の
だ
ろ

う
。
頻
出
す
る
飲
食
物
は
現
代
の
そ
れ
と
は
同
じ
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ

と
も
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
異
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
な
の
か
。

本
論
で
は
、
ま
ず
二
一
一
話
収
録
さ
れ
て
い
る
グ
リ
ム
兄
弟
の
『
子
ど
も

と
家
庭
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
（
1
）

集
』
に
出
現
す
る
飲
食
物
を
す
べ
て
調
べ
て
、
頻

出
度
の
高
い
も
の
を
抽
出
す
る
。
そ
の
後
、
そ
の
飲
食
物
が
、
ど
の
よ
う

な
文
脈
で
出
現
す
る
の
か
を
確
認
し
な
が
ら
、
昔
の
人
々
の
生
活
の
な
か

で
そ
の
飲
食
物
が
持
つ
意
味
や
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

最
初
に
、
頻
出
度
の
高
い
順
に
四
〇
種
類
取
り
上
げ
て
、
出
現
話
数
を

明
示
し
た
表
を
作
成
す
る
。
次
に
上
位
六
位
の
飲
食
物
、
①
パ
ン
、②
水
、

③
ワ
イ
ン
、
④
肉
、
⑤
林
檎
、
⑥
ミ
ル
ク
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
。

そ
の
後
、
現
在
の
ド
イ
ツ
の
食
生
活
を
代
表
す
る
飲
食
物
、
⑫
ビ
ー
ル
、

⑬
キ
ャ
ベ
ツ
、
㉑
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
35
じ
ゃ
が
い
も
に
つ
い
て
も
出
現
話

数
が
多
い
順
に
考
察
す
る
。

1
�
頻
出
度
が
高
い
飲
食
物
に
つ
い
て

⑴

①
位

♽
⚟
▆B

ro
t

▇
六
三
話

一
番
多
い
の
は
「
粗
末
な
食
事
と
し
て
出
現
す
る
パ
ン
」
で
、
二
〇
話

（K
H
M
11,13,15,16,20,25,44,59,61,64,81,94,97,99,107,153,170,

185,190,20

（
2
）

4

）
に
出
現
す
る
。

た
と
え
ば
、
継
子
は
残
り
物
の
カ
チ
カ
チ
の
パ
ン
（K

H
M
13

）
や
パ
ン

皮
（K

H
M
11

）
し
か
継
母
か
ら
与
え
ら
れ
な
い
。
継
子
は
パ
ン
と
水
だ
け

持
っ
て
旅
に
出
る
（K

H
M
25

）。
一
二
人
の
子
を
持
つ
父
親
は
毎
日
懸

命
に
働
い
て
も
パ
ン
一
つ
し
か
子
ど
も
に
与
え
ら
れ
な
い
（K

H
M
44

）。

妻
は
夫
に
バ
タ
ー
も
チ
ー
ズ
も
な
い
固
い
パ
ン
だ
け
渡
す
（K

H
M
59

）。

妻
は
浮
気
相
手
に
は
ご
馳
走
を
出
す
が
、
夫
に
は
チ
ー
ズ
と
パ
ン
し
か
出

さ
な
い
（K

H
M
61

）。
粗
末
な
食
事
と
は
灰
だ
ら
け
の
パ
ン
ケ
ー
キ
と

す
っ
ぱ
い
ビ
ー
ル
（K

H
M
64

）、
ま
た
は
、
軍
用
パ
ン
と
水
だ
け
（K

H
M

♜
⚖
⚌
童
話
☧
☣
☄
☧
飲
食
物

野

口

芳

子
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81

）
の
食
事
の
こ
と
を
指
す
。

二
番
目
に
多
い
の
は
「
生
活
費
と
い
う
意
味
の
パ
ン
」
で
、「
日
々
の

パ
ン
に
も
困
る
」
と
い
う
表
現
で
一
〇
話
（K

H
M
3,15,44,87,99,110,

130,142,180,205

）
に
出
現
す
る
。

た
と
え
ば
、
樵
の
「
夫
婦
は
貧
し
く
て
、
そ
の
日
の
パ
ン
に
も
困
る
ほ

ど
だ
っ
た
」（K

H
M
3

）。
貧
乏
な
弟
は
穀
物
の
商
い
が
う
ま
く
い
か
ず
、

「
妻
や
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
る
パ
ン
が
手
に
入
ら
な
い
」（K

H
M

142

）。
貧
し
い
樵
は
「
い
く
ら
稼
い
で
も
、
そ
の
日
の
パ
ン
に
消
え
て
し

ま
う
」
と
い
う
表
現
で
、
パ
ン
を
「
食
糧
」
一
般
を
指
す
言
葉
と
し
て
使

用
し
て
い
る
（K

H
M
99

）。

三
番
目
に
多
い
の
は
、「
自
立
す
る
（
生
活
費
を
稼
ぐ
）
と
い
う
意
味

の
パ
ン
」
で
、「
パ
ン
を
食
べ
た
か
っ
た
ら
働
け
」
と
い
う
表
現
が
九
話

▖
表
▗
頻
出
度
★
高
◽
飲
食
物
☧
順
位
表
▆
出
現
話
数
▇

番
号

飲
食
品
名

ド
イ
ツ
語

話
数

①

パ
ン

Brot

六
三

②

水

W
asser

三
六

③

ワ
イ
ン

W
ein

三
五

④

肉

Fleisch

二
三

⑤

林
檎

A
pfel

一
七

⑥

ミ
ル
ク

M
ilch

一
三

⑦

ラ
イ
麦

K
orn

（Roggen

）

一
二

⑧

鵞
鳥

G
ans

八

⑨

ケ
ー
キ

K
uchen

一
〇

⑩

ビ
ー
ル

Bier

一
〇

⑪

キ
ャ
ベ
ツ

K
raut,K

ohl

九

⑫

鹿

H
irsch,Rehe

八

⑬

塩

Salz

八

⑭

鶏

H
ahn,H

uhn,H
enne

七

⑮

魚

Fisch

七

⑯

ス
ー
プ

Suppe

七

⑰

粥

Brei

七

⑱

ナ
ッ
ツ

N
uss

七

⑲

果
物

O
bst

七

⑳

ソ
ー
セ
ー
ジ

W
urst

六

㉑

チ
ー
ズ

K
äse

六

㉒

蜂
蜜

H
onig

六

㉓

エ
ン
ド
ウ
豆

Erbse

六

㉔

野
菜

G
em
üse

六

㉕

兎

H
ase,K

aninchen

六

㉖

砂
糖

Zucker

五

㉗

黍

H
irse

五

㉘

卵

Ei

五

㉙

小
麦

W
eizen

五

㉚

木
の
実

Beer
五

㉛

蕪

Rübe
四

32

バ
タ
ー

Butter

四

33

洋
ナ
シ

Birne

四

34

ジ
ャ
ガ
イ
モ

K
artoffeln

四

35

カ
ラ
ス
麦

H
afer

四

36

羊

Lam
m

三

37

猪

W
ildschw

ein

三

38

大
麦

G
erste

二

39

穀
物

G
etreide

二

40

鴨

Ente

一

― 98―



（K
H
M
3,4,16,21,27,90,147,183,188

）
に
出
現
す
る
。

た
と
え
ば
、
父
親
は
息
子
に
「
パ
ン
代
を
稼
ぐ
た
め
に
何
か
学
ん
で
こ

い
」
と
言
っ
て
世
間
に
送
り
出
す
（K

H
M
4

）。
継
母
は
灰
か
ぶ
り
に
「
パ

ン
を
食
べ
た
か
っ
た
ら
働
け
」
と
命
じ
る
（K

H
M
21

）。
祖
母
は
十
五

歳
の
孫
娘
を
臨
終
の
床
に
呼
ん
で
「
紡
錘
と
杼
と
針
を
残
し
て
お
く
か

ら
、
そ
れ
で
パ
ン
を
稼
げ
」
と
言
う
（K

H
M
188

）。「
パ
ン
を
稼
ぐ
」

と
は
「
自
立
す
る
こ
と
」
を
意
味
し
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
子
は
、
パ
ン

だ
け
で
な
く
幸
運
も
手
に
入
れ
る
。

四
番
目
に
多
い
の
は
「
食
事
を
意
味
す
る
パ
ン
」
で
、
七
話
に
出
現
す

る
。
た
と
え
ば
、
夕
食
（A

bendbrot

）
は
四
話
（K

H
M
5,29,83,93

）
に
、

昼
食
（M

ittagsbrot

）
は
一
話
（K

H
M
169

）
に
、
食
事
一
般
（Brot

）

は
二
話
（K

H
M
84,195

）
に
出
現
す
る
。

五
番
目
に
多
い
の
は
「
施
し
を
意
味
す
る
語
と
し
て
の
パ
ン
」
で
、
五

話
（K

H
M
48,198,201,205,206

）
に
出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
老
犬

ズ
ル
タ
ン
に
施
し
の
パ
ン
を
与
え
た
り
（K

H
M
48

）、
城
に
監
禁
さ
れ

た
マ
レ
ー
ン
姫
に
パ
ン
を
施
す
人
が
い
な
か
っ
た
り
（K

H
M
198

）、
娘

が
パ
ン
と
パ
ン
ケ
ー
キ
で
作
っ
た
パ
ン
粥
を
聖
ヨ
ゼ
フ
に
施
し
た
り

（K
H
M
201

）、
貧
乏
な
妹
一
家
が
金
持
ち
の
姉
一
家
に
パ
ン
の
施
し
を

求
め
た
り
（K

H
M
205

）、
托
鉢
僧
が
戸
口
で
パ
ン
の
施
し
を
求
め
た
り

（K
H
M
206

）
す
る
。

六
番
目
に
多
い
の
は
「
贅
沢
な
食
事
と
し
て
出
現
す
る
パ
ン
」
で
、
三

話
（K

H
M
65,84,123

）
に
出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
白
パ
ン
は
贅
沢
な

食
事
の
典
型
で
、ミ
ル
ク
、肉
、ワ
イ
ン
と
共
に
食
さ
れ
る（K

H
M
84,123

）。

結
婚
相
手
の
財
産
を
推
測
す
る
と
き
も
、
ミ
ル
ク
に
入
れ
る
白
パ
ン
が
ど

れ
だ
け
あ
る
か
が
判
断
の
基
準
に
な
る
（K

H
M
84

）。
森
の
中
で
娘
を

助
け
た
木
の
精
が
毎
日
運
ん
で
く
る
ご
馳
走
も
白
パ
ン
と
ミ
ル
ク
で
あ
る

（K
H
M
123

）。
ま
た
、
パ
ン
ス
ー
プ
も
贅
沢
な
食
事
で
、
王
に
提
供
す

る
夜
食
と
し
て
出
現
す
る
（K

H
M
65

）。
そ
の
パ
ン
は
黒
パ
ン
か
白
パ

ン
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、通
常
、昔
の
ド
イ
ツ
で
は
パ
ン
と
い
う
と
、

黒
パ
ン
を
指
す
。白
パ
ン
の
場
合
は
白
パ
ン
と
明
記
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

王
族
が
パ
ン
粥
を
食
べ
て
い
た
実
例
と
し
て
、
一
九
世
紀
初
期
に
ド
ロ

ス
テ
・
ヒ
ュ
ル
ス
ホ
フ
の
実
家
の
城
で
は
、
朝
食
に
温
め
た
ビ
ー
ル
や
パ

ン
粥
（
プ
ン
パ
ー
ニ
ッ
ケ
ル
と
い
う
黒
パ
ン
を
ス
ー
プ
で
ふ
や
か
し
て
溶

か
し
脂
を
い
れ
た
も
の
）
を
食
べ
て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
（
3
）

る
。

七
番
目
に
多
い
の
は
「
墓
へ
の
供
物
と
し
て
の
パ
ン
」
で
、
一
話

（K
H
M
16

）
に
出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
夫
婦
の
一
人
が
先
に
死
ん
だ

ら
、
相
手
も
一
緒
に
死
ぬ
と
い
う
約
束
を
し
た
王
は
、
后
が
死
ん
だ
の
で
、

自
ら
王
家
の
墓
に
入
る
。
柩
の
傍
ら
に
は
、
大
き
な
丸
パ
ン
が
四
つ
と
、

ワ
イ
ン
の
瓶
が
四
本
置
か
れ
て
い
る
。

⑵

②
位

水
▆W

a
sser

▇
三
六
話

一
番
多
い
の
は
「
病
気
を
治
癒
し
、
命
を
蘇
ら
せ
る
水
」
で
九
話
に
出

現
す
る
。
そ
の
う
ち
治
癒
に
重
点
を
当
て
た
話
は
六
話
（42,80,81,92,

97,121

）
で
、「
命
の
蘇
生
に
重
点
を
当
て
た
話
は
三
話
（92,97,121

）
で

グリム童話のなかの飲食物

― 99―

あ
る
。
治
癒
の
話
は
、
た
と
え
ば
、
名
付
け
親
で
あ
る
死
神
が
く
れ
た
水

を
病
人
に
飲
ま
せ
る
と
、
病
気
が
治
癒
す
る
（K

H
M
42

）。
た
だ
し
、

死
神
が
足
元
に
立
っ
て
い
る
と
き
は
効
力
が
な
い
。
死
神
と
視
線
が
合
う

か
ら
で
あ
る
。
死
神
は
視
線
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
人
の
魂
を
黄

泉
の
国
に
連
れ
去
る
の
で
あ
（
4
）

る
。
胡
桃
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
た
牝
鶏
を
助
け

る
の
に
必
要
な
水
を
、
雄
鶏
が
入
手
で
き
ず
、
牝
鶏
は
死
ん
で
し
ま
う

（K
H
M
80

）。
こ
の
話
で
は
水
の
有
無
が
生
死
を
左
右
す
る
。
命
の
蘇
生

の
話
は
、た
と
え
ば
、
蛇
に
変
身
さ
せ
ら
れ
た
姫
を
救
済
す
る
た
め
、
若

者
は
黒
い
男
た
ち
の
暴
行
を
受
け
て
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
夜
中

の
一
二
時
を
過
ぎ
る
と
、
姫
が
来
て
命
の
水
で
若
者
を
蘇
ら
せ
、
自
ら
も

蛇
の
姿
か
ら
人
間
の
姿
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
（K
H
M
92

）。
三
男
の

王
子
は
艱
難
辛
苦
を
経
て
命
の
水
を
入
手
す
る
。
小
人
に
傲
慢
な
態
度
を

取
ら
ず
、助
言
を
求
め
て
相
談
し
た
か
ら
で
あ
る
（K

H
M
97

）。
自
分
の

力
を
過
信
す
る
賢
い
兄
た
ち
で
は
な
く
、
馬
鹿
な
三
男
が
入
手
で
き
た
の

は
、
彼
が
傲
慢
で
は
な
く
謙
虚
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
傲
慢
（superbia

）

は
「
七
つ
の
大
罪
」（Sieben
Todsünden

）
の
な
か
で
、
一
番
重
い
罪
と

さ
れ
て
い
（
5
）

る
。
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
城
の
中
庭
に
あ
る
井
戸
の
水
が
命
の

水
で
あ
る
。
番
犬
を
鉄
の
鞭
と
パ
ン
で
手
な
ず
け
、
一
二
時
ま
で
に
汲
む

と
、
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
、
王
子
は
悪
魔
の

リ
ン
チ
に
耐
え
ね
ば
な
ら
な
い
（K

H
M
121

）。

二
番
目
に
多
い
の
が
「
最
低
限
の
食
事
と
し
て
の
水
」
で
四
話
（K

H
M

25,94,170,185

）
に
出
現
す
る
。
監
獄
の
囚
人
に
パ
ン
と
共
に
与
え
ら

れ
る
水
で
あ
る
。

三
番
目
に
多
い
の
が
「
人
を
動
物
に
変
身
さ
せ
る
水
」
で
一
話
（K

H
M

11

）
に
出
現
す
る
。「
兄
と
妹
」
で
は
水
は
変
身
さ
せ
る
力
を
保
持
し
て

い
る
。
妹
が
止
め
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
泉
の
水
を
飲
む
兄
は
、
鹿
に

変
身
し
て
し
ま
う
（K

H
M
11

）。

⑶

③
位

⚛
♐
⚟
▆W

ein

▇
三
五
話

一
番
多
い
の
は
「
豪
華
な
食
事
と
し
て
の
ワ
イ
ン
」
で
七
話（60,61,85,

90,93,127,143

）
に
出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
父
親
は
兄
た
ち
に
は
ワ

イ
ン
を
持
た
せ
る
の
に
、
三
男
の
抜
け
作
に
は
酸
っ
ぱ
い
ビ
ー
ル
し
か
持

た
せ
な
い
（K

H
M
64

）。
継
母
は
実
子
に
は
ワ
イ
ン
を
飲
ま
せ
る
が
、

継
子
に
は
水
し
か
飲
ま
せ
な
い
（K

H
M
13

）。
よ
う
す
る
に
、
ワ
イ
ン

は
水
よ
り
も
ビ
ー
ル
よ
り
も
、
上
等
な
飲
み
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
番
目
に
多
い
の
は
「
睡
眠
薬
と
し
て
の
ワ
イ
ン
」
で
、
五
話
（K

H
M

40,133,166,192,193

）
に
出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
兵
隊
を
眠
ら
そ
う

と
姫
は
ワ
イ
ン
を
持
参
す
る
。
し
か
し
兵
隊
は
、
老
婆
に
忠
告
さ
れ
て
い

た
の
で
、
ワ
イ
ン
を
飲
ま
な
い
。
そ
し
て
、
姫
た
ち
の
後
を
付
け
て
い
く
。

彼
は
「
一
二
人
の
姫
た
ち
は
地
底
の
国
で
王
子
た
ち
と
踊
っ
て
い
た
」
と

王
に
報
告
し
、
褒
美
と
し
て
姫
と
の
結
婚
が
許
さ
れ
る
（K

H
M
133

）。

ワ
イ
ン
に
飲
ま
れ
ず
、
ワ
イ
ン
欲
を
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
が
、

成
功
す
る
の
で
あ
る
。
古
い
ハ
ン
ガ
リ
ー
ワ
イ
ン
に
睡
眠
薬
が
入
っ
て
い

た
の
で
、
泥
棒
名
人
は
城
の
兵
隊
た
ち
を
眠
ら
せ
、
難
な
く
目
的
を
達
成
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す
る
こ
と
が
で
き
る
（K

H
M
192

）。
花
婿
が
寝
る
前
に
飲
む
ワ
イ
ン
に

花
嫁
が
眠
り
薬
を
入
れ
た
の
で
、
寝
室
の
ド
ア
の
前
で
娘
が
綿
々
と
身
の

上
話
を
す
る
の
を
、
花
婿
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
（K

H
M
193

）。
ワ

イ
ン
を
飲
み
た
い
と
い
う
欲
望
を
花
婿
が
制
御
し
、
眠
ら
ず
に
い
る
と
、

娘
の
話
が
聞
こ
え
て
き
て
、
自
分
が
そ
の
娘
と
婚
約
し
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
す
。

三
番
目
に
多
い
の
は
「
薬
と
し
て
の
ワ
イ
ン
」
で
三
話
（K

H
M
6,26,

53

）
に
出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
美
女
の
絵
を
見
て
卒
倒
し
た
王
子
に
、

忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
は
ワ
イ
ン
を
飲
ま
せ
て
意
識
を
回
復
さ
せ
る
（K

H
M
6

）。

赤
頭
巾
が
ワ
イ
ン
を
飲
ま
せ
る
と
、
気
絶
し
た
祖
母
は
正
気
を
取
り
戻
す

（K
H
M
26

）。
倒
れ
て
い
る
白
雪
姫
の
体
を
小
人
は
ワ
イ
ン
で
こ
す
る

（K
H
M
53

）。
こ
こ
で
は
ワ
イ
ン
は
気
付
け
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

同
じ
く
三
番
目
に
多
い
の
は
「
人
を
陽
気
に
さ
せ
る
ワ
イ
ン
」
で
三
話

（K
H
M
28,36,77

）
に
出
現
す
る
。
ワ
イ
ン
を
飲
む
と
、
人
は
陽
気
に
な
っ

て
踊
り
出
す
（K

H
M
28

）。
肉
料
理
に
赤
ワ
イ
ン
が
添
え
て
あ
る
と
、
嬉

し
く
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
（K

H
M
36

）。
女
中
の
グ
レ
ー
テ
ル
は
ワ
イ
ン

を
飲
む
と
何
か
食
べ
た
く
な
り
、
自
分
が
料
理
し
た
客
用
の
鶏
の
丸
焼
き

を
二
羽
と
も
ひ
と
り
で
食
べ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
や
っ
て
来
た
客
に
は

指
を
口
に
当
て
て
「
シ
ィ
、
静
か
に
、
直
ぐ
お
逃
げ
な
さ
い
。﹇
…
﹈
う

ち
の
主
人
は
あ
な
た
を
夕
食
に
招
待
し
た
の
で
は
な
く
、
本
当
は
、
あ
な

た
の
両
耳
を
食
べ
る
た
め
に
招
待
し
た
ん
で
す
。
ス
パ
ッ
と
切
れ
る
よ

う
、
目
下
、
包
丁
を
磨
い
で
い
ま
す
。
ほ
ら
、
聞
こ
え
る
で
し
ょ
う
」
と

言
っ
て
追
い
返
す
。
一
方
、
主
人
に
は「
客
は
鶏
を
二
羽
と
も
皿
か
ら
取
っ

て
、
持
ち
逃
げ
し
ま
し
た
」
と
報
告
す
る
（K

H
M
77

）。
陽
気
に
な
っ

て
つ
ま
み
食
い
し
、
そ
の
う
え
、
上
手
に
嘘
を
つ
く
能
力
ま
で
ワ
イ
ン
が

授
け
て
く
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
他
ワ
イ
ン
は
、
人
を
殺
す
道
具
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
盗
賊
と

知
ら
ず
に
、
求
婚
さ
れ
た
相
手
の
家
に
娘
が
行
く
と
、
老
婆
が
樽
の
後
ろ

に
隠
し
て
く
れ
る
。
盗
賊
は
別
の
娘
を
連
れ
て
き
て
、
三
つ
の
グ
ラ
ス
に

白
と
赤
と
黄
色
の
三
種
類
の
ワ
イ
ン
を
注
ぎ
、
娘
に
飲
ま
せ
る
。
す
る
と
、

娘
は
心
臓
が
張
り
裂
け
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
盗
賊
た
ち
は
娘
の
体
を
細

切
れ
に
し
て
、
塩
を
振
り
か
け
て
食
べ
る
（K

H
M
40

）。

ま
た
、
豪
華
な
食
事
に
つ
き
も
の
の
ワ
イ
ン
は
、
同
時
に
宗
教
的
儀
式

や
墓
場
や
柩
に
添
え
る
も
の
で
も
あ
る
。
洗
礼
式
に
は
赤
ワ
イ
ン
が
使
わ

れ
（K

H
M
2

）、
王
家
の
墓
で
は
、
四
つ
の
パ
ン
と
四
本
の
ワ
イ
ン
が
備

え
ら
れ
て
い
る
（K

H
M
16

）。

さ
ら
に
、
ワ
イ
ン
は
森
で
鉱
夫
と
し
て
働
く
小
人
の
飲
み
物
で
も
あ
り

（K
H
M
53

）、
貧
し
い
徒
弟
職
人
の
飲
み
物
で
も
あ
る
（K

H
M
81

）。

つ
ま
り
、
ワ
イ
ン
は
上
層
階
層
だ
け
で
な
く
、
下
層
階
層
の
人
々
も
好
ん

で
飲
む
国
民
的
飲
み
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

⑷

④
肉
▆F

leisch

▇
二
三
話

一
番
多
く
出
現
す
る
の
は
牛
肉
で
五
話
（K

H
M
7,45,61,83,111

）
に

出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
農
夫
が
牝
牛
を
つ
ぶ
し
て
、
そ
の
肉
を
市
に
売

グリム童話のなかの飲食物
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り
に
行
く
と
き
、
肉
屋
の
犬
が
「
ち
ょ
っ
と
、
ち
ょ
っ
と
（w

as,w
as

）」

と
肉
を
要
求
す
る
の
で
、
肉
を
投
げ
て
や
る
。
翌
日
、
農
夫
は
肉
屋
に
肉

の
代
金
を
要
求
す
る
が
、
相
手
に
さ
れ
な
い
（K

H
M
7

）。
牛
に
喰
わ
れ

て
し
ま
っ
た
親
指
小
僧
は
胃
の
中
か
ら
こ
こ
に
い
る
と
大
声
で
叫
ぶ
が
聞

こ
え
ず
、
ミ
ン
チ
肉
と
一
緒
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
に
詰
め
ら
れ
て
し
ま
う

（K
H
M
45

）。
貧
乏
な
百
姓
は
牝
牛
を
つ
ぶ
し
て
肉
を
塩
漬
け
に
し
、

皮
を
市
場
に
売
り
に
行
く
（K

H
M
61

）。
ハ
ン
ス
は
汁
気
の
な
い
牛
肉

よ
り
、
旨
味
の
あ
る
豚
肉
の
方
が
好
き
だ
と
い
う
（K

H
M
83

）。
三
人

の
大
男
が
牝
牛
を
串
に
さ
し
て
丸
焼
き
に
し
て
い
る
（K

H
M
111

）。

二
番
目
は
豚
肉
で
四
話
（K

H
M
28,83,108,118

）
に
出
現
す
る
。
た

と
え
ば
、
ハ
ン
ス
は
乳
の
出
な
い
牝
牛
を
子
豚
と
交
換
し
て
、
牛
肉
よ
り

豚
肉
の
方
が
美
味
し
く
て
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
も
作
れ
る
と
い
う（K

H
N
83

）。

つ
ぶ
し
た
豚
か
ら
心
臓
を
取
り
出
し
、
女
中
が
棚
に
入
れ
て
お
く
（K

H
M

118

）。
そ
の
心
臓
を
軍
医
が
人
に
は
め
込
む
と
、
そ
の
人
は
豚
の
よ
う
に

餌
を
ぷ
ん
ぷ
ん
嗅
ぎ
回
る
。

同
じ
く
二
番
目
は
人
間
の
肉
で
四
話
（K

H
M
15,40,47,51

）
に
出
現

す
る
。
た
と
え
ば
、
魔
女
は
ヘ
ン
ゼ
ル
を
檻
に
入
れ
て
、
充
分
な
餌
を
与

え
て
、
太
ら
せ
て
か
ら
食
べ
る
と
い
う
（K

H
M
15

）。
森
の
中
の
花
婿

の
家
に
花
嫁
が
行
く
と
、
老
婆
が
出
て
き
て
、
連
中
は
お
前
を
「
ぶ
つ
切

り
に
し
て
、
グ
ツ
グ
ツ
煮
て
、
食
べ
て
し
ま
う
」
と
言
う
（K

H
M
40

）。

継
息
子
を
殺
し
た
継
母
は
、
息
子
を
ぶ
つ
切
り
に
し
て
鍋
に
入
れ
、
酢
で

煮
込
む
。
そ
れ
を
父
親
は
息
子
の
肉
と
は
知
ら
ず
、
美
味
し
い
と
言
っ
て
、

全
部
平
ら
げ
る
（K

H
M
47

）。
賄
の
ザ
ン
ネ
婆
さ
ん
は
、
明
日
の
朝
、

拾
い
子
の
「
み
つ
け
鳥
」
を
鍋
に
ぶ
ち
込
ん
で
煮
込
む
と
、
実
の
娘
の
レ

ン
ヒ
ェ
ン
に
言
う
（K

H
M
51

）。

四
番
目
は
猪
肉
で
三
話
（K

H
M
45,166,183

）
に
出
現
す
る
。
た
と

え
ば
、
ハ
ン
ス
が
城
に
運
び
込
ん
だ
猪
を
み
ん
な
で
串
に
さ
し
て
、
丸
焼

き
に
し
て
食
べ
る
（K

H
M
166

）。
大
男
は
仕
立
屋
に
夕
食
用
に
猪
を
二

頭
仕
留
め
る
よ
う
命
じ
る
（K

H
M
183

）。

五
番
目
に
出
現
す
る
の
は
羊
肉
（K

H
M
81

）
と
馬
肉
（K

H
M
22

）
で
、

各
一
話
ず
つ
で
あ
る
。
ひ
ょ
う
き
ん
者
は
仔
羊
を
つ
ぶ
し
て
、
鍋
に
入

れ
て
煮
て
、
一
番
お
い
し
い
心
臓
を
つ
ま
み
食
い
し
て
し
ま
う
。
聖
ペ
テ

ロ
が
心
臓
を
要
求
す
る
と
、
彼
は
仔
羊
に
は
元
々
心
臓
が
な
か
っ
た
と
言

張
る
（K

H
M
81

）。
魔
女
の
毒
を
浴
び
て
死
ん
だ
馬
の
肉
を
鴉
が
啄
ば

み
、
そ
の
鴉
を
持
参
し
て
宿
屋
の
お
や
じ
に
料
理
す
る
よ
う
依
頼
す
る
。

す
る
と
、そ
れ
を
食
べ
た
人
々
は
全
員
そ
の
毒
で
死
ん
で
し
ま
う
（K

H
M
22

）。

こ
の
他
に
、
具
体
的
に
肉
の
種
類
の
記
載
が
な
く
、
た
だ
肉
と
の
み
表

示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
九
話
存
在
す
る
。

⑸

⑤
位

林
檎
▆A

p
fel

▇
一
七
話

一
番
多
い
の
は
黄
金
の
林
檎
で
五
話
（K

H
M
17,57,130,136,165

）

に
出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
姫
は
命
の
木
に
な
る
黄
金
の
林
檎
を
持
参
す

る
こ
と
が
、
婿
に
な
る
条
件
だ
と
言
う
（K

H
M
17

）。
姫
が
騎
士
た
ち

の
真
ん
中
に
投
げ
た
黄
金
の
林
檎
を
、
美
し
い
装
束
の
騎
士
が
つ
か
み
取
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る
。
彼
は
姫
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
（K

H
M
136

）。
黄
金
の
林
檎
を

持
つ
王
は
、
そ
れ
を
啄
ば
む
黄
金
の
鳥
を
欲
し
が
り
、
息
子
た
ち
に
確
保

す
る
よ
う
命
じ
る
。
三
男
が
そ
れ
を
確
保
し
、
黄
金
の
城
の
姫
と
結
婚
す

る
（K

H
M
57

）。
黄
金
の
林
檎
が
実
る
木
を
所
有
す
る
平
民
の
娘
は
、

騎
士
に
見
初
め
ら
れ
、
花
嫁
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
（K

H
M
130

）。
三
男

の
ハ
ン
ス
が
持
参
し
た
黄
金
の
林
檎
を
食
べ
る
と
、
姫
の
病
気
は
治
り
、

ハ
ン
ス
は
姫
と
結
婚
す
る
。
よ
う
す
る
に
、
黄
金
の
林
檎
は
、
身
分
を
越

え
た
相
手
と
の
「
幸
せ
な
結
婚
」
を
も
た
ら
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

二
番
目
は
命
を
も
た
ら
す
林
檎
で
、
三
話
（K

H
M
17,121,165

）
に

出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
命
の
木
は
庭
の
真
ん
中
に
あ
り
、
赤
い
林
檎
が

実
っ
て
い
る
。
王
子
が
林
檎
を
も
ぐ
と
、
と
て
つ
も
な
い
力
が
体
中
に
漲

る
（K

H
M
121

）。
命
の
木
に
な
る
林
檎
は
黄
金
の
林
檎
で
、
海
を
越
え
た

世
界
の
果
て
に
生
え
て
い
る
。
そ
れ
を
子
鴉
か
ら
も
ら
っ
た
若
者
は
姫
に

渡
す
。
す
る
と
、
姫
の
心
は
若
者
へ
の
愛
し
さ
で
一
杯
に
な
り
、
二
人
は

結
婚
す
る
（K

H
M
17

）。
ハ
ン
ス
が
持
参
し
た
黄
金
の
林
檎
を
食
べ
る
や

否
や
病
気
だ
っ
た
姫
は
元
気
に
な
り
、
寝
床
か
ら
飛
び
起
き
る
（K

H
M
165

）。

三
番
目
は
人
を
殺
す
力
を
持
つ
林
檎
で
二
話
（K

H
M
47,53

）
に
出
現

す
る
。
た
と
え
ば
、
長
持
ち
の
な
か
の
林
檎
が
お
い
し
そ
う
な
の
で
危
険

を
顧
み
ず
首
を
突
っ
込
む
と
、
継
母
が
蓋
を
下
ろ
し
、
息
子
は
首
が
と
れ

て
死
ん
で
し
ま
う
（K

H
M
47

）。
継
母
は
白
雪
姫
が
生
き
て
い
る
こ
と

を
知
り
、自
ら
毒
林
檎
を
作
っ
て
持
参
し
、姫
を
殺
し
て
し
ま
う（K

H
M
53

）。

毒
と
し
て
出
現
す
る
林
檎
は
、「
白
雪
姫
」
の
み
で
、
王
妃
が
毒
を
入

れ
て
人
為
的
に
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
自
然
に
実
っ
て
い
る
林
檎
が
有
毒

で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

ギ
リ
シ
ア
神
話
で
は
ヘ
ス
ペ
リ
デ
ス
た
ち
の
守
る
黄
金
の
林
檎
は
不
老

不
死
の
果
実
で
あ
（
6
）

る
。
北
欧
神
話
で
は
青
春
の
女
神
イ
ド
ゥ
ン
の
林
檎
は

「
そ
れ
を
食
べ
た
も
の
を
若
返
ら
せ
る
力
」
を
持
っ
て
い
（
7
）

る
。
さ
ら
に
、

グ
リ
ム
兄
弟
の
ド
イ
ツ
語
辞
典
で
は
「
文
学
や
詩
歌
で
は
林
檎
は
女
性
の

乳
房
」
と
表
現
さ
れ
て
い
（
8
）

る
。

実
際
、
林
檎
に
は
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
リ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
健
康
や
美
容
効
果
が
期
待
で
き
る
成
分
が
数

多
く
入
っ
て
い
る
。
若
返
ら
せ
る
能
力
が
「
不
老
不
死
」
の
黄
金
の
果
実

と
い
う
表
現
で
メ
ル
ヒ
ェ
ン
に
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

⑹

⑥
位

⚋
⚗
♛
▆M

ilch

▇
一
三
話

ミ
ル
ク
は
牛
と
山
羊
の
二
種
類
が
出
現
す
る
が
、
牛
乳
が
一
〇
話

（K
H
M
3,13,15,37,38,83,84,104,123,168

）
に
、
山
羊
乳
が
三
話

（K
H
M
36,87,164

）
に
出
現
す
る
。
白
パ
ン
を
入
れ
る
乳
は
必
ず
牛
乳

（K
H
M
38,84

）
で
、
ご
馳
走
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
砂
糖
を
ま

ぶ
し
た
パ
ン
と
一
緒
に
飲
む
の
も
牛
乳
（K

H
M
3

）
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
木
の
精
が
娘
に
与
え
る
ご
馳
走
は
白
パ
ン
と
牛
乳
（K

H
M
123

）

で
あ
り
、
天
国
で
マ
リ
ア
が
子
ど
も
に
与
え
る
の
も
お
菓
子
と
牛
乳

（K
H
M
3

）
で
あ
る
。
よ
う
す
る
に
、
牛
乳
は
高
級
な
乳
と
見
な
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
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一
方
、
貧
乏
人
が
神
を
も
て
な
す
食
事
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
山
羊
乳

（K
H
M
87

）
と
い
う
慎
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
も
の
ぐ
さ
ハ
イ

ン
ツ
が
一
頭
し
か
持
っ
て
い
な
い
家
畜
は
山
羊
（K

H
M
164

）
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
山
羊
乳
は
貧
乏
人
の
乳
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
実
際
、
現
在
で
も
、
山
羊
は
主
に
開
発
途
上
国
の
人
々
に
乳
と
肉
を

提
供
し
、
い
わ
ゆ
る
「
貧
し
い
人
々
の
牛
」
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
い
（
9
）

る
。

山
羊
乳
は
臭
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
乳
に
は
不
快
な
臭
い
は
な
い
。

周
辺
の
臭
い
を
吸
着
す
る
性
質
が
強
く
、
山
羊
の
体
臭
や
舎
内
の
糞
尿
臭

を
吸
着
す
る
た
め
で
あ
（
10
）

る
。
一
九
五
二
年
に
は
、
山
羊
乳
は
牛
乳
よ
り
栄

養
的
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
実
験
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
（
11
）

る
。
山
羊
乳
は

牛
乳
よ
り
タ
ウ
リ
ン
含
有
量
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
多
く
、
人
乳
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
タ
ウ
リ
ン
は
新
生
児
の
発
育
や
脳
の
発
達
、
栄
養
失
調
や

ス
ト
レ
ス
解
消
に
不
可
欠
な
成
分
で
あ
る
。
幼
児
や
老
人
は
生
体
内
の
タ

ウ
リ
ン
合
成
能
力
が
劣
っ
て
い
る
の
で
、
食
事
と
し
て
摂
取
す
る
必
要
が

あ
（
１２
）

る
。
グ
リ
ム
童
話
で
貧
乏
人
の
乳
と
さ
れ
て
い
る
山
羊
乳
は
、
現
在
で

は
そ
の
摂
取
が
栄
養
学
の
面
か
ら
推
奨
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑺

⑫
位

♿
╸
⚗
▆B

ier

▇
一
╷
話

現
在
で
は
ド
イ
ツ
は
ビ
ー
ル
で
有
名
な
国
だ
が
、
グ
リ
ム
童
話
で
は
、

水
や
ワ
イ
ン
に
比
べ
て
頻
出
度
が
低
い
飲
み
物
で
あ
る
。
一
体
、
な
ぜ
な

の
だ
ろ
う
。

グ
リ
ム
童
話
で
は
ビ
ー
ル
は
「
酸
っ
ぱ
い
ビ
ー
ル
」
と
い
わ
れ
、
馬
鹿

者
や
労
働
者
の
飲
み
物
と
し
て
出
現
す
る
。

一
番
多
い
の
は
、
馬
鹿
者
や
貧
乏
人
の
飲
み
物
と
し
て
の
出
現
で
五
話

（K
H
M
34,59,64,81,83

）
に
出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
貧
し
い
家
庭

の
賢
い
（＝

馬
鹿
な
）
娘
エ
ル
ゼ
が
地
下
で
妄
想
を
広
げ
る
飲
み
物
で
あ

る
（K

H
M
34

）。
馬
鹿
な
妻
が
地
下
に
ビ
ー
ル
を
汲
み
に
行
き
、
栓
を

す
る
の
を
忘
れ
て
、
あ
わ
て
て
上
等
の
小
麦
を
撒
い
て
し
ま
う（K

H
M
59

）。

抜
け
作
の
三
男
に
持
た
す
の
は
、
灰
で
焼
い
た
ケ
ー
キ
と
酸
っ
ぱ
い
ビ
ー

ル
で
あ
る
（K

H
M
64

）。
ま
た
、
馬
鹿
で
お
め
で
た
い
ハ
ン
ス
の
飲
み

物
で
も
あ
る
（K

H
M
83

）。
解
雇
さ
れ
た
貧
乏
な
兵
士
が
軍
用
黒
パ
ン

（K
om
m
ißbrot

）
と
一
緒
に
一
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー
で
注
文
す
る
も
の
で
あ

る
（K

H
M
81

）。
そ
の
彼
が
大
金
を
入
手
し
た
と
き
、
三
ク
ロ
イ
ツ
ァ
ー

で
注
文
す
る
の
は
ワ
イ
ン
で
あ
る
。

二
番
目
に
多
い
の
は
人
間
以
外
の
も
の
が
飲
む
飲
み
物
と
し
て
の
出
現

で
、
三
話
（K

H
M
10,30,38

）
に
出
現
す
る
。
た
と
え
ば
、
縫
い
針
が

ビ
ー
ル
を
飲
む
（K

H
M
10

）。
ま
た
、
虱
が
卵
の
殻
で
作
っ
た
器
で
ビ
ー

ル
を
飲
む
（K

H
M
30

）。
さ
ら
に
、
女
中
の
猫
が
ビ
ー
ル
を
温
め
て
バ

タ
ー
を
入
れ
て
客
の
狐
に
提
供
す
る
（K

H
M
38

）。
興
味
深
い
の
は
典

型
的
な
バ
イ
エ
ル
ン
の
農
夫
の
飲
み
物
と
し
て
出
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

金
持
ち
は
三
つ
の
願
い
を
考
え
る
の
に
苦
労
し
て
言
う
。「
ま
っ
た
く
、

あ
の
バ
イ
エ
ル
ン
の
農
夫
が
う
ら
や
ま
し
い
よ
。
あ
い
つ
に
も
三
つ
の
願

い
が
許
さ
れ
た
け
ど
、
自
分
の
欲
し
い
も
の
は
ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
い
た
。

一
つ
目
は
し
こ
た
ま
ビ
ー
ル
が
欲
し
い
。
二
つ
目
は
飲
め
る
だ
け
の
ビ
ー
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ル
が
欲
し
い
。
三
つ
目
は
も
う
一
樽
ビ
ー
ル
が
欲
し
い
だ
っ
た
ん
だ
。」

（K
H
M
87

）。

パ
ス
ツ
ー
ル
が
低
温
殺
菌
法
を
発
見
す
る
一
八
六
六
年
以
前
は
、
す
べ

て
の
ビ
ー
ル
が
酸
っ
ぱ
い
味
を
し
て
い
た
と
い
う
。
乳
酸
菌
や
バ
ク
テ
リ

ア
な
ど
の
ビ
ー
ル
に
特
別
な
酸
味
を
も
た
ら
す
酵
母
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
（
13
）

だ
。
そ
れ
ゆ
え
、「
酸
っ
ぱ
い
ビ
ー
ル
は
売
れ
る
」

と
い
う
言
葉
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
末
に
ビ
ー
ル
メ
ー

カ
ー
が
こ
れ
を
防
ぐ
よ
う
に
な
る
ま
で
、
実
際
に
「
酸
っ
ぱ
い
ビ
ー
ル
」

は
存
在
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
々
は
好
ん
で
ワ
イ
ン
を
飲
み
、
ビ
ー
ル
は

格
下
の
飲
み
物
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ビ
ー
ル
は
主
と
し
て
、
農
民
、

兵
隊
、
労
働
者
な
ど
の
貧
し
い
人
々
の
飲
み
物
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
で
は
ビ
ー
ル
は
水
よ
り
安
い
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
一
般
に
普

及
し
て
い
る
。
一
缶
一
ユ
ー
ロ
（
約
一
六
〇
円
）
前
後
の
ビ
ー
ル
も
あ
る

し
、
二
ユ
ー
ロ
す
る
水
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ビ
ー
ル
が
安
く
、
水
が
高

く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

⑻

⑬
位

♙
⚏
⚅
♰
▆K

ra
u
t,
K
o
h
l

▇
九
話

キ
ャ
ベ
ツ
は
畑
に
あ
る
柔
ら
か
い
野
菜
と
し
て
出
現
す
る
（K

H
M

122

）
だ
け
で
な
く
、
薬
草
と
し
て
出
現
し
た
り
（K

H
M
44

）、
人
を
驢

馬
に
変
身
さ
せ
る
魔
力
を
持
つ
野
菜
と
し
て
出
現
し
た
り
（K

H
M
122

）

す
る
。
よ
う
す
る
に
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
野
菜
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
薬
草
と

し
て
も
摂
取
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

実
際
、
キ
ャ
ベ
ツ
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
は
便
秘
の
改
善
、
腸
内
環
境

を
整
え
て
大
腸
癌
、
糖
尿
病
の
予
防
、
肥
満
の
改
善
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
疾

患
の
予
防
や
改
善
に
効
果
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
痛
風
や
神
経
な
ど
の
痛

み
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
（
14
）

う
。

キ
ャ
ベ
ツ
は
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
女
性
に
は
産
後
の
魔
除
け
と
し
て
、

古
代
ロ
ー
マ
人
に
は
万
能
薬
と
し
て
食
さ
れ
て
い
た
」
と
い
（
15
）

う
。
キ
ャ
ベ

ツ
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
が
あ
り
、
癌
予
防
の
効

果
も
あ
（
16
）

る
。
ま
た
、
葉
と
種
子
は
避
妊
薬
や
堕
胎
薬
と
し
て
も
使
用
さ
れ

て
い
（
17
）

た
。
子
ど
も
を
産
む
の
を
避
け
る
力
を
持
つ
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
人
の
命

を
絶
ち
、
動
物
に
変
身
さ
せ
る
力
も
保
持
す
る
と
み
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
た
人
間
が
驢
馬
に
、
驢
馬
が
人
間
に
戻
る
の
は

（K
H
M
122

）、
人
命
を
左
右
す
る
力
を
キ
ャ
ベ
ツ
が
保
持
す
る
と
信
じ

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
か
。

一
三
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
小
作
人
な
ど

貧
し
い
農
民
た
ち
の
あ
い
だ
で
非
課
税
対
象
で
あ
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
含
む

野
菜
が
重
宝
さ
れ
、
穀
物
畑
の
す
き
間
の
空
き
地
や
農
民
の
自
家
菜
園
で

栽
培
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
貧
者
の
食
べ
物
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
の
（
18
）

だ
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
玉
葱
、
人
参
に
継

ぐ
代
表
的
な
ド
イ
ツ
の
野
菜
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ピ
ク
ル
ス
、
す
な
わ

ち
、「
ザ
ワ
ー
ク
ラ
ウ
ト
」
と
し
て
輸
出
さ
れ
て
き
（
19
）

た
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
の
付
け
合
わ
せ
と
し
て
食
さ
れ
る
ザ
ウ
ア
ー
ク
ラ
ウ
ト
は

典
型
的
な
ド
イ
ツ
料
理
で
、
奇
跡
の
治
癒
力
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
い
（
20
）

る
。
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い
つ
頃
か
ら
ド
イ
ツ
に
存
在
す
る
の
か
具
体
的
な
時
期
は
不
明
だ
が
、
少

な
く
と
も
一
七
世
紀
に
は
存
在
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
一
六
〇
七
年
に

フ
ラ
ン
ス
人
ジ
ャ
ン＝

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ユ
ゲ
タ
ン
（Jean-A

ntoine
H
u-

guetan

）が
そ
の
著
書『
健
康
の
宝
』（Le

Trésorde
Santé

）
で
、「
ザ
ワ
ー

ク
ラ
ウ
ト
」
は
「
ド
イ
ツ
料
理
」
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
（
21
）

る
。

バ
ル
ト
海
沿
岸
諸
国
の
貧
し
い
農
民
は
ザ
ウ
ア
ー
ク
ラ
ウ
ト
と
鰊
で
栄
養

を
取
り
、
飢
餓
か
ら
免
れ
た
そ
う
で
あ
（
22
）

る
。

⑼


位

♩
╸
♧
╸
♤
▆W

u
rst

▇
六
話

焼
い
た
り
、
茹
で
た
り
し
て
食
べ
る
も
の
だ
が
、
グ
リ
ム
童
話
で
は
主

と
し
て
焼
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
し
て
出
現
す
る
。
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
煙
突
か
ら

は
ず
し
て
、
バ
タ
ー
を
入
れ
て
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
め
て
食
べ
た
り
（K

H
M
59

）、

ビ
ー
ル
と
一
緒
に
食
べ
る
も
の
と
し
て
出
現
し
た
り
す
る
（K

H
M
59

）。

ソ
ー
セ
ー
ジ
は
豚
を
屠
殺
す
る
と
出
現
す
る
く
ず
肉
や
血
な
ど
を
無
駄
な

く
利
用
し
よ
う
と
い
う
意
図
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
そ
れ
ら
を
腸
な
ど

の
内
臓
に
詰
め
る
際
、
殺
菌
の
た
め
多
め
の
塩
と
香
辛
料
を
入
れ
て
、
煙

突
の
中
に
吊
り
下
げ
て
燻
し
て
作
ら
れ
る
。
食
べ
る
際
に
は
水
に
浸
し
て

必
ず
塩
抜
き
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
の
原
料
を
加
熱
せ
ず
作
る

「
ロ
ー
ヴ
ル
ス
ト
」、
加
熱
済
み
材
料
で
作
る「
コ
ッ
ホ
ヴ
ル
ス
ト
」、
ケ
ー

シ
ン
グ
に
詰
め
て
か
ら
加
熱
す
る
ブ
リ
ュ
ー
ヴ
ル
ス
ト
」
の
三
種
類
が
存

在
す
（
23
）

る
。

ソ
ー
セ
ー
ジ
は
高
価
な
ス
テ
ー
キ
肉
に
は
手
が
出
な
い
、
貧
し
い
人
々

の
食
べ
物
で
あ
っ
た
。
グ
リ
ム
童
話
で
は
狼
の
好
物
と
し
て
も
出
現
し
、

ベ
ー
コ
ン
と
一
緒
に
狼
に
喰
わ
れ
て
し
ま
う
（K

H
M
37

）。

⑽


位

♤
⚏
♘
♐
⚎
▆K

a
rto
ffel

▇
四
話

総
じ
て
粗
末
な
食
事
と
し
て
出
現
し
て
い
る
。
親
指
小
僧
は
親
方
の
家

の
食
事
を
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ば
っ
か
り
で
肉
少
し
」、
と
酷
評
す
る
台
詞
を

吐
く
。
立
派
な
服
を
着
た
客
人
が
、
貧
し
い
農
家
の
日
常
食
で
あ
る
ジ
ャ

ガ
イ
モ
団
子
（K

artollelklöße

）
が
食
べ
た
い
と
要
求
す
る
。
後
に
、
そ

の
客
人
は
実
の
息
子
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
（K

H
M
192

）。
ジ
ャ
ガ

イ
モ
団
子
は
、
い
わ
ゆ
る
「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
と
し
て
ド
イ
ツ
人
に
親
し

ま
れ
て
い
た
食
べ
物
で
あ
っ
た
。
炭
焼
き
の
貧
し
い
食
事
と
し
て
出
現
す

る
の
は
、
必
ず
塩
ゆ
で
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
だ
（K

H
M
54

）。
よ
う
す
る
に
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
パ
ン
を
食
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
貧
乏
な
人
が
食
べ
る
食
材
と

し
て
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
六
世
紀
に
ス
ペ
イ
ン
人
が
南
米
か
ら
持
ち
帰
っ
た
当
初
は
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
は
ド
イ
ツ
で
は
あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
。
食
の
歴
史
研
究
者
ト
イ

テ
ベ
ル
ク
教
授
（H

ans
Jürgen

Teuteberg,

一
九
二
九
―
二
〇
一
五
）
に

よ
る
と
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
ま
ず
、

プ
フ
ァ
ル
ツ
地
方
と
フ
ォ
ー
ク
ト
ラ
ン
ト
地
方
（
山
岳
の
僻
地
）
に
限
定

さ
れ
て
導
入
さ
れ
た
と
い
（
24
）

う
。
当
初
は
、
地
下
で
育
つ
奇
妙
な
も
の
と
し

て
農
民
は
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
が
、
一
八
世
紀
末
に
は
下
層
階
層
に
普

及
し
て
い
く
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
二
世
（
一
七
四
〇
―
一
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七
八
六
）
が
飢
餓
を
救
う
た
め
、
一
七
四
六
年
南
ポ
ン
メ
ル
ン
地
方
で

ジ
ャ
ガ
イ
モ
普
及
令
を
発
布
し
た
こ
と
が
理
由
と
言
わ
れ
る
が
、
最
大
の

要
因
は
食
糧
不
足
で
あ
（
25
）

る
。
一
八
世
紀
は
人
口
増
と
寒
冷
化
現
象
で
穀
物

生
産
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
そ
の
影
響
を
免
れ
た

の
で
生
産
が
拡
大
し
て
い
っ
（
26
）

た
。
ま
た
、
啓
蒙
主
義
者
た
ち
が
ジ
ャ
ガ
イ

モ
に
対
す
る
民
衆
の
偏
見
を
取
り
除
い
た
こ
と
も
一
因
と
い
え
（
27
）

る
。

ル
ド
ル
フ
・
ツ
ァ
ハ
リ
ア
ス
・
ベ
ッ
カ
ー
（
一
七
五
二
―
一
八
二
二
）

が
『
農
民
の
た
め
の
生
活
の
手
引
き
』（
一
七
八
八
）
と
い
う
本
で
様
々

な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
食
べ
方
を
紹
介
し
た
の
だ
。
上
か
ら
の
命
令
よ
り
、
民

衆
に
近
い
各
地
の
知
識
人
の
影
響
の
方
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
ト
イ

テ
ベ
ル
ク
教
授
は
主
張
す
（
28
）

る
。

一
九
世
紀
末
に
は
ド
イ
ツ
は
世
界
最
大
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
生
産
国
に
な
っ

た
。
貧
民
食
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
一
九
世
紀
末

に
な
る
と
次
第
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
さ
れ
、
市
民
層
に
も
普
及
し
て

い
（
29
）

く
。
そ
し
て
、
一
九
世
紀
末
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
日
常
食
だ
け
で
な
く
、

祝
祭
時
の
豪
華
な
食
事
に
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
ド
イ
ツ
の
「
国
民

食
」
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
（
30
）

る
。

グ
リ
ム
童
話
が
収
集
さ
れ
た
の
は
一
九
世
紀
前
半
（
一
八
一
〇
―
一
八

五
七
）
で
あ
る
の
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
ま
だ
国
民
食
で
は
な
く
、
貧
民
食

と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
た
頃
で
あ
る
。

一
方
、
現
在
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
い
え
ば
ド
イ
ツ
が
有
名
で
あ
る
か
の

よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
二
一
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
世
界
生
産
量
で
ド
イ
ツ
（
人
口

〇
、
八
億
人
）
が
占
め
る
割
合
は

三
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
世
界
で
六
位
の
生
産
国
に
す
ぎ
な
い
。
一
位

は
中
国
（
一
四
、
四
億
人
）
で
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
位
は
イ
ン
ド
（
一

三
、
九
億
人
）
で
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
位
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
〇
、
四
億

人
）
で
五
、
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
位
は
ア
メ
リ
カ
（
三
、
三
億
人
）
で
四
、

九
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
位
は
ロ
シ
ア
（
一
、
四
億
人
）
で
四
、
八
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
（
31
）

る
。
し
か
し
、
一
人
当
た
り
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
消
費
量
で
見
る
と
、

一
位
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
二
位
は
ド
イ
ツ
に
な
る
。
ド
イ
ツ
が
世
界
一
位
の

収
穫
量
を
誇
っ
た
の
は
、
一
八
八
五
年
か
ら
一
九
一
四
年
頃
で
あ
っ
（
32
）

た
。

2
�
普
段
の
食
事
と
ハ
レ
の
日
の
食
事

平
民
の
普
段
の
食
事
は
黒
パ
ン
と
チ
ー
ズ
、
飲
み
物
は
ワ
イ
ン
か
水
か

ミ
ル
ク
だ
。
非
常
に
貧
乏
な
人
々
は
黒
パ
ン
と
ビ
ー
ル
ま
た
は
水
の
み
の

食
事
だ
。
ハ
レ
の
日
の
食
事
は
、
グ
リ
ム
童
話
の
な
か
で
は
白
パ
ン
、
焼

肉
、
野
菜
、
ス
イ
ー
ツ
（
ケ
ー
キ
な
ど
）
で
あ
り
、
王
様
の
よ
う
な
食
事

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
王
侯
貴
族
で
は
な
く
、
平
民
が
ハ
レ
の
日
の
よ
う

な
食
事
を
す
る
の
は
、
夫
の
留
守
に
浮
気
相
手
の
牧
師
と
食
事
を
す
る
と

き
で
あ
る
。
旅
の
予
定
を
変
え
て
急
に
帰
っ
て
き
た
夫
に
は
、
妻
は
パ
ン

と
チ
ー
ズ
し
か
提
供
し
な
い
。
不
倫
相
手
に
は
ご
馳
走
を
出
し
、
夫
に
は

貧
し
い
食
事
し
か
出
さ
な
い
と
こ
ろ
に
、
妻
の
し
た
た
か
さ
と
同
時
に
、

夫
に
対
す
る
鬱
憤
が
見
て
取
れ
る
（K

H
M
95

）。

ハ
レ
の
日
の
食
事
、
ご
馳
走
に
あ
り
つ
け
な
い
人
間
も
ま
た
存
在
す
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る
。
年
老
い
た
老
人
や
身
分
の
低
い
被
雇
用
人
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
家
の
前
で
鶏
の
丸
焼
き
を
食
べ
よ
う
と
し
て
い
た
夫
婦

は
、
自
分
の
年
老
い
た
父
親
が
や
っ
て
く
る
の
を
見
る
と
、
大
急
ぎ
で
丸

焼
き
を
隠
す
。「
父
親
に
は
一
口
だ
っ
て
や
り
た
く
な
か
っ
た
か
ら
だ
」

（K
H
M
145

）。
同
様
に
、
年
取
っ
た
父
親
を
毛
嫌
い
し
て
、
部
屋
の
隅
に

追
い
や
り
、
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
な
い
夫
婦
も
登
場
す
る
（K

H
M
78

）。

孫
に
指
摘
さ
れ
、
明
日
は
我
が
身
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
初
め
て
待

遇
を
改
善
す
る
。
さ
ら
に
、
主
人
や
そ
の
客
は
鶏
の
丸
焼
き
と
い
う
ご
馳

走
に
あ
り
つ
け
る
が
、
そ
の
料
理
を
作
っ
た
使
用
人
（
女
中
）
が
ご
馳
走

に
あ
り
つ
け
る
こ
と
は
稀
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、「
賢
い
グ
レ
ー
テ
ル
」
は
一

計
を
巡
ら
せ
て
、
招
待
客
を
追
い
払
い
、
鶏
の
丸
焼
き
を
独
り
占
め
す
る

（K
H
M
77

）。
メ
ル
ヒ
ェ
ン
な
ら
で
は
の
ユ
ー
モ
ア
で
あ
る
と
同
時
に
、

貧
し
い
民
の
さ
さ
や
か
な
願
望
が
語
ら
れ
て
い
る
。

3
�
結
婚
相
手
に
求
め
ら
れ
る
条
件

平
民
層
で
は
娘
の
結
婚
相
手
は
、
豊
か
な
人
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
具
体
的
に
は
、
牛
乳
に
入
れ
る
白
パ
ン
を
豊
富
に
持
っ
て
い
る
男
性

が
裕
福
と
見
な
さ
れ
て
選
ば
れ
る
（K

H
M
84

）。
一
方
、
息
子
の
結
婚

相
手
は
、
チ
ー
ズ
の
皮
を
上
手
に
剝
け
る
娘
が
選
ば
れ
る
（K

H
M
155

）。

食
料
品
を
無
駄
に
し
な
い
こ
と
が
、良
い
嫁
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

さ
ら
に
、
も
の
を
大
切
に
し
、
無
駄
に
し
な
い
こ
と
も
女
性
に
望
ま
れ

る
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
美
人
だ
が
怠
け
者
で
亜
麻
糸
の
塊
を
捨
て

て
し
ま
う
よ
う
な
お
嬢
様
で
は
な
く
、
捨
て
ら
れ
た
亜
麻
糸
を
紡
い
で
服

に
す
る
女
中
が
人
生
の
伴
侶
と
し
て
選
ば
れ
る
の
で
あ
る
（K

H
M
156

）。

平
民
に
と
っ
て
結
婚
の
条
件
は
、
相
手
の
容
貌
や
身
分
で
は
な
く
、
家

族
の
食
料
を
無
駄
に
せ
ず
増
や
し
、
衣
服
の
調
達
に
長
け
た
人
で
あ
る
こ

と
だ
。
こ
れ
は
平
民
だ
け
で
な
く
、
王
家
に
も
あ
て
は
ま
る
。

た
と
え
ば
、
た
と
え
出
自
が
粉
ひ
き
で
あ
っ
て
も
、
藁
を
金
に
紡
ぐ
娘

は
、
王
の
嫁
に
と
請
わ
れ
る
（K

H
M
55

）。
同
様
に
、
金
の
林
檎
を
所

有
す
る
農
家
の
娘
は
、
貴
族
の
息
子
に
求
婚
さ
れ
る
（K

H
M
130

）。
金

の
靴
（K

H
M
21

）
や
金
の
髪
の
毛
（K

H
M
65

）
や
金
の
藁（K

H
M
55

）を

持
つ
娘
に
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
、
遺
産
相
続
で
金
持
ち
に
な
っ
た
娘
に

求
婚
者
が
殺
到
し
、
王
子
ま
で
娘
に
求
婚
す
る
（K

H
M
186

）。
よ
う
す

る
に
、王
家
に
も
財
産
を
増
や
す
た
め
の
結
婚
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

結
論

飲
食
物
に
焦
点
を
当
て
て
見
て
い
く
と
、
グ
リ
ム
童
話
は
昔
の
民
の
日

常
の
生
活
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
黒
パ
ン
と
水
、
ま
た
は
ワ

イ
ン
で
生
活
す
る
貧
し
い
人
々
は
、
チ
ー
ズ
と
ミ
ル
ク
で
栄
養
を
補
い
、

鶏
の
丸
焼
き
や
牛
肉
な
ど
は
ハ
レ
の
日
の
食
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

黒
パ
ン
は
ラ
イ
麦
で
作
ら
れ
多
く
の
栄
養
素
を
含
む
の
で
、
精
製
し
た

小
麦
で
作
る
白
パ
ン
よ
り
は
る
か
に
栄
養
価
は
高
い
。
し
か
し
、
玄
米
と

白
米
と
同
じ
よ
う
に
、
原
ラ
イ
麦
で
作
る
黒
パ
ン
は
日
常
食
で
あ
り
、
ハ

レ
の
日
の
ご
馳
走
で
は
な
い
。
ミ
ル
ク
に
入
れ
る
白
パ
ン
の
有
無
が
財
産
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の
有
無
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
昔
の
人
々
に
と
っ
て
は
財
産
と
は
高
価
な

食
糧
を
多
く
所
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

食
べ
物
に
焦
点
を
当
て
て
グ
リ
ム
童
話
を
読
ん
で
い
く
と
、
飢
饉
が
来

て
、
日
々
の
パ
ン
に
も
事
欠
く
多
く
の
貧
し
い
人
々
の
姿
が
、
す
な
わ
ち

現
実
が
ユ
ー
モ
ア
を
込
め
て
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、

非
現
実
が
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
神
が
貧
乏
人
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ

る
こ
と
だ
。
食
糧
難
で
飢
餓
に
直
面
し
て
い
た
貧
し
い
人
々
に
と
っ
て
、

神
の
恵
み
は
、
メ
ル
ヒ
ェ
ン
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
夢
見
る
し
か
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【
資
料
一
】

出
現
す
るK

H
M

番
号
の
題
名

K
H
M
2

「
猫
と
鼠
の
共
暮
ら
し
」

K
H
M
3

「
マ
リ
ア
の
子
」

K
H
M
4

「
怖
が
る
こ
と
を
学
び
に
修
行
に
出
た
男
」

K
H
M
5

「
狼
と
七
匹
の
子
山
羊
」

K
H
M
6

「
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
」

K
H
M
7

「
う
ま
い
取
引
」

K
H
M
10

「
ろ
く
で
も
な
い
連
中
」

K
H
M
11

「
兄
と
妹
」

K
H
M
13

「
森
の
中
の
三
人
の
小
人
」

K
H
M
15

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

K
H
M
16

「
三
枚
の
蛇
の
葉
」

K
H
M
17

「
白
い
蛇
」

K
H
M
20

「
勇
敢
な
ち
び
の
仕
立
て
屋
」

K
H
M
21

「
灰
か
ぶ
り
」

K
H
M
22

「
謎
」

K
H
M
25

「
七
羽
の
カ
ラ
ス
」

K
H
M
26

「
赤
ず
き
ん
」

K
H
M
27

「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」

K
H
M
28

「
歌
う
骨
」

K
H
M
29

「
金
の
毛
が
三
本
あ
る
悪
魔
」

K
H
M
30

「
虱
と
蚤
」

K
H
M
34

「
賢
い
エ
ル
ゼ
」

K
H
M
36

「
テ
ー
ブ
ル
ご
は
ん
だ
、
金
ひ
り
驢
馬
、
棍
棒
出
て
こ
い
」

K
H
M
37

「
親
指
小
僧
」

K
H
M
38

「
奥
様
キ
ツ
ネ
の
婚
礼
」

K
H
M
40

「
盗
賊
の
花
婿
」

K
H
M
42

「
名
付
け
親
」

K
H
M
44

「
死
神
の
名
付
け
親
」

K
H
M
45

「
親
指
小
僧
の
旅
修
行
」

K
H
M
47

「
杜
松
の
木
」

K
H
M
48

「
老
犬
ズ
ル
タ
ン
」

K
H
M
51

「
み
つ
け
鳥
」

K
H
M
53

「
白
雪
姫
」
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K
H
M
54

「
背
嚢
と
帽
子
と
角
笛
」

K
H
M
55

「
ル
ン
ペ
ル
シ
ュ
テ
ィ
ル
ツ
ヒ
ェ
ン
」

K
H
M
57

「
黄
金
の
鳥
」

K
H
M
59

「
フ
リ
ー
ダ
ー
と
カ
ー
タ
ー
リ
ー
ス
ヒ
ェ
ン
」

K
H
M
60

「
二
人
兄
弟
」

K
H
M
61

「
水
飲
み
百
姓
」

K
H
M
64

「
金
の
鵞
鳥
」

K
H
M
65

「
千
枚
皮
」

K
H
M
77

「
賢
い
グ
レ
ー
テ
ル
」

K
H
M
78

「
年
と
っ
た
爺
さ
ん
と
孫
」

K
H
M
80

「
牝
鶏
ち
ゃ
ん
の
死
」

K
H
M
81

「
ひ
ょ
う
き
ん
者
」

K
H
M
83

「
幸
運
な
ハ
ン
ス
」

K
H
M
84

「
嫁
取
り
ハ
ン
ス
」

K
H
M
85

「
黄
金
の
子
ど
も
」

K
H
M
87

「
貧
乏
人
と
金
持
ち
」

K
H
M
90

「
若
い
巨
人
」

K
H
M
92

「
黄
金
の
山
の
王
様
」

K
H
M
93

「
カ
ラ
ス
」

K
H
M
94

「
賢
い
百
姓
娘
」

K
H
M
95

「
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
じ
い
さ
ん
」

K
H
M
97

「
命
の
水
」

K
H
M
99

「
ガ
ラ
ス
瓶
の
中
の
魔
物
」

K
H
M
104

「
か
し
こ
い
人
た
ち
」

K
H
M
107

「
二
人
の
旅
職
人
」

K
H
M
108

「
ハ
ン
ス
坊
や
針
鼠
」

K
H
M
110

「
茨
の
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
」

K
H
M
111

「
腕
利
き
の
狩
人
」

K
H
M
118

「
三
人
の
軍
医
」

K
H
M
121

「
怖
い
も
の
知
ら
ず
の
王
子
」

K
H
M
122

「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」

K
H
M
123

「
森
の
中
の
老
婆
」

K
H
M
127

「
鉄
の
暖
炉
」

K
H
M
130

「
一
つ
目
、
二
つ
目
、
三
つ
目
」

K
H
M
133

「
踊
っ
て
す
り
切
れ
た
靴
」

K
H
M
136

「
鉄
の
ハ
ン
ス
」

K
H
M
142

「
ジ
メ
リ
山
」

K
H
M
143

「
旅
に
出
る
」

K
H
M
145

「
親
不
孝
な
息
子
」

K
H
M
147

「
火
に
焼
か
れ
て
若
返
っ
た
男
」

K
H
M
153

「
星
の
銀
貨
」

K
H
M
155

「
嫁
選
び
」

K
H
M
156

「
糸
く
ず
」

K
H
M
164

「
も
の
ぐ
さ
ハ
イ
ン
ツ
」
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K
H
M
165

「
グ
ラ
イ
フ
鳥
」

K
H
M
166

「
怪
力
ハ
ン
ス
」

K
H
M
168

「
や
せ
の
リ
ー
ゼ
」

K
H
M
169

「
森
の
家
」

K
H
M
170

「
苦
楽
を
わ
か
つ
」

K
H
M
180

「
エ
バ
の
不
揃
い
な
子
ど
も
た
ち
」

K
H
M
183

「
巨
人
と
仕
立
て
屋
」

K
H
M
185

「
墓
の
中
の
か
わ
い
そ
う
な
少
年
」

K
H
M
186

「
ほ
ん
と
う
の
花
嫁
」

K
H
M
188

「
錘
と
杼
と
針
」

K
H
M
190

「
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
パ
ン
く
ず
」

K
H
M
192

「
泥
棒
名
人
」

K
H
M
193

「
太
鼓
た
た
き
」

K
H
M
195

「
墓
の
盛
り
土
」

K
H
M
198

「
マ
レ
ー
ン
姫
」

K
H
M
201

「
森
の
聖
ヨ
ゼ
フ
」

K
H
M
204

「
貧
し
さ
と
慎
ま
し
さ
は
天
国
に
い
た
る
」

K
H
M
205

「
神
さ
ま
の
食
事
」

K
H
M
206

「
三
本
の
緑
の
枝
」

注
（
1
）
グ
リ
ム
童
話
の
正
式
名
で
あ
る
。
第
七
版
が
決
定
版
で
あ
る
。

K
inder-und

H
ausm

ärchen
gesam

m
elt

durch
die

Brüder

G
rim
m
.7.A

uflage.Berlin
1857.

略
称‥

K
H
M

（
2
）K

H
M

番
号
の
メ
ル
ヒ
ェ
ン
名
に
関
し
て
は
【
資
料
一
】
を
参
照
。

（
3
）
南
直
人
『
世
界
の
食
文
化
⑱
ド
イ
ツ
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、

二
〇
〇
三
年
、
九
七
頁
。

（
4
）
池
上
俊
一
『
歴
史
と
し
て
の
身
体
』
柏
書
房
、
一
九
九
二
年
、
九

六
頁
。

（
5
）
六
世
紀
後
半
に
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
が
『
モ
ラ
リ
ア
』（
ヨ
ブ
記

の
注
釈
）で
七
つ
の
大
罪
を
罪
が
重
い
順
に
①
傲
慢（superbia

）、

②
嫉
妬
（invidia

）、
③
憤
怒
（ira

）、
④
強
欲
（avaritia

）、
⑤
怠

惰
（acedia

）、
⑥
貪
食
（gula

）、
⑦
色
欲
（luxuria

）
と
規
定
し

た
。Laura

W
ard/BillSteeds.D

em
ons-Visions

ofEvilin
Art.

London
2007.p.49.

（
6
）
ゲ
ル
ト
・
ハ
イ
ン
ツ＝

モ
ー
ア
著
、
野
村
太
郎
他
訳
『
西
洋
シ
ン

ボ
ル
事
典
』
八
坂
書
房
、
一
九
九
四
年
、
三
三
四
―
三
三
五
頁
。

（
7
）
同
。

（
8
）In

sprache
und

poesie
heiszen

äpfel
die

w
eiblichen

brüste.

D
eutsches

W
örterbuch

von
Jacob

G
rim
m
und

W
ilhelm

G
rim
m
.Berlin

1852.Bd.1.Sp.533.
（
9
）
田
中
佳
一
、
佐
藤
響
太
「
ヤ
ギ
乳
は
ヒ
ト
に
や
さ
し
い
―
ヤ
ギ

乳
と
牛
乳
の
比
較
―
」
北
海
道
畜
産
草
地
学
会
編
『
北
畜
会
報
』

四
八
号
、
二
〇
〇
六
年
、
七
九
頁
。

グリム童話のなかの飲食物
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（
10
）
同
。

（
11
）
同
、
八
〇
頁
。

（
12
）
同
、
八
一
頁
。

（
13
）【
ビ
ー
ル
の
歴
史
】
パ
ス
ツ
ー
ル
に
よ
る
「
低
温
殺
菌
法
」
の
発

明
。https://w

w
w
.craftbeer-fanclub.com

/pasteurization/

閲
覧
日

二
〇
二
三
年
一
〇
月
七
日
。

（
14
）
田
中
孝
治
『
図
解

薬
草
の
実
用
事
典
』
家
の
光
協
会
、
二
〇
〇

一
年
、
六
四
頁
。

（
15
）
メ
グ
・
マ
ッ
ケ
ン
ハ
ウ
プ
ト
著
、
角
敦
子
訳
『
キ
ャ
ベ
ツ
と
白
菜

の
歴
史
』
原
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
四
一
頁
。

（
16
）
同
、
六
八
―
六
九
頁
。

（
17
）
同
、
六
九
頁
。

（
18
）
同
、
一
〇
六
―
一
一
一
頁
。

（
19
）
森
嶋
輝
也
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
野
菜
の
需
給
構
造
と
生
産
者
組

織
」
農
研
機
構

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
九
州
沖
縄

農
研
農
業
経
営
研
究
資
料
』
二
〇
一
四
年
、
一
四
頁
。

（
20
）
メ
グ
・
マ
ッ
ケ
ン
ハ
ウ
プ
ト
著
、
前
掲
、
八
三
頁
。

（
21
）
同
、
九
一
頁
。

（
22
）
同
、
八
六
頁
。

（
23
）
ゲ
イ
リ
ー
・
ア
レ
ン
著
、
伊
藤
絢
訳
『
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
歴
史
』
原

書
房
、
二
〇
一
六
年
、
六
六
―
七
三
頁
。

（
24
）
ア
ン
ド
ル
ー
・
F
・
ス
ミ
ス
著
、
竹
田
円
訳
『
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
歴

史
』
原
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
三
七
頁
。

（
25
）
同
、
三
九
頁
。

（
26
）
同
、
四
〇
頁
。

（
27
）
南
直
人
、
前
掲
、
一
一
三
―
一
一
四
頁
。

（
28
）
木
下
康
光
著
「R

・Z

・
ベ
ッ
カ
ー
『
農
民
の
た
め
の
生
活
の
手
引

き
』（R.

Z.
Becker:

N
oth-

und
H
ülfsbüchlein

für
Bauers-

leute

）
啓
蒙
の
世
紀
の
忘
れ
ら
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」『
言
語
文

化
』
同
志
社
大
学
言
語
文
化
学
会
三
（
三
）
二
〇
〇
一
年
、
四
四

一
―
四
六
七
頁
。

（
29
）
南
直
人
、
前
掲
、
九
七
頁
。

（
30
）
同
、
九
八
―
一
〇
〇
頁
。

（
31
）
世
界
総
生
産
量
二
〇
二
〇
年
、
三
、
五
九
〇
七
万
ト
ン
。
一
位
中

国
七
八
二
三
、
二
位
イ
ン
ド
五
一
三
〇
、
三
位
ウ
ク
ラ
イ
ナ
二
〇

二
七
、
四
位
ロ
シ
ア
一
九
六
一
、
五
位
米
国
一
八
七
九
、
六
位
ド

イ
ツ
一
一
七
六
、
三
〇
位
日
本
二
二
七
万
ト
ン
。

農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
も
・
で
ん
粉
に
関
す
る
資
料
」

https://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/seisan/tokusan/im

o/siryou.htm
l

閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
〇
月
八
日
。

（
32
）
南
直
人
、
前
掲
、
一
二
一
―
一
二
二
頁
。
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